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社会で活躍している先輩たちの声を集めました。
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科学技術と社会との

つなぎ役になりたい
～水環境と水をめぐる暮らしを調べ、

水処理技術を研究する

水環境や水利用実態の調査と、それを踏まえた水処理技術の開発・

評価・提案を研究テーマにしています。 室内実験で精緻なデータ

を地道に積み上げる研究はもちろんですが、水の問顆で困ってい

る地域に出かけて住民の万々の声を伺いながら技術を提案する実

証型の研究も多く、最近の主な研究フィールドは国内の山間過疎

地やアジアの途上国です。 大学院時代の同級生だったベトナム人

研究者との縁がきっかけでハノイで実証研究に取組んだり、フィ

リピン人留学生とともにフィリピンの離島で実証研究をするな

ど、人とのつながりは本当に重要で、信頼できるカウンターパー ト

がいるかどうかを絶対的な判断基準として研究の場を絞り込むこ

とが多々あります。

高校1年生までは自分は文系だと信じていたのですが、担任の先

生から"お前は理系だ"と言われて、東大の理II に進学しました。

環境問題に関心を持ち、対象を森林か水かと迷った末、 “水"を選

んだことが、現在に繋がっています。 卒論 ・ 修論では意外な発見

があり、研究の楽しさの虜になりました。 博士課程では理学部の

研究室のお世話にもなり、その精緻なアプローチを学んだことが

自身の幅を広げました。 微生物の遺伝子の傷が不活化に結び付く

定冒的なデータを地道に取得し、当時世界でまだだれもやってい

なかった仮説検証ができたときは快感でした。

工学部にいる以上、科学技術と社会をつなぐ役割こそが私のミッ
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ションだと思っています。 最先端の知見を大学やアカデミアで閉

じず、社会に持ち出そうと心掛けており、企業や行政との共同研究

を積極的に進めるよう努めています。 プライベー トでは水泳や料

理が趣味です。 チームプレ ーは苦手なたちなので、水泳や料理は
一人で没入できるところが向いているのでしょう。 泳ぎながらそ

の日のプールの水質を考えたりするのは職業病かもしれません。

思い返すと、ひたすら好きなことを追求し、節目ごとに素晴らしい

人々との出会いに恵まれてきました。 若い方には、愚哩に好きな

ことを追求すること、人との出会いを大切に感謝の気持ちを忘れ

ないことを薦めたいです。
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美子さん
2003年 工学系研究科都市工学専攻 博士課程修了

東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 准教授

省庁横断スマ ー トシティ

プロジェクトに参画

～「自然と構造物」の調和に惹かれ、社会基盤学科へ

大学2年生の際の学科ガイダンスで先生が話していた、 「自然と構造物

の調和」という考え方に惹かれ、社会基盤学科への進学を決めました。

修士論文では津波による被害額のシミュレ ーションに取り組み、防災や

まちづくりといった分野に携われる国交省へ就職。 現在は総務省・経産

省 ・ 内閣府とも連携し、新技術をまちづくりに取り入れる「スマー トシ

ティ」を推進する施策を担当しています。 現代は社会やインフラのあり

方の大きな転換点にあり、その変化を後押しできる仕事にこれからも関

わっていたいと感じています。

休日は、社会人になって始めたダイビングや山登りに出かけたり、地方

や海外で働く友人を訪ねたりしています。

若い方には「心から熱中できること、楽しいと思えることを見つけて」「身

近な暮らしを支えるインフラも面白いので、興味を持って目を向けて」

もらいたいです。

日香さん
修士課程修了

「名前のない仕事を創る」工学部

～「どんな生き方」「どんな人」を

目指すかで将来を考える

8歳~12歳はアメリカで育ち、中高一貫の女子高から、将来は何となく

理系を志し東大へ。 進学は課題解決志向、歴史やデザインにも視野を広

げ、専門を深めることで世界が広がる建築学科を選びました。 建築設計

の授業を通じ、自分の興味を意識しながら勉強できる環境下で、まずは

問題を構造的に考え、そこから細部へという考え方を学びました。 企業

との共同プロジェクトではリーダーも務め、チーム運営の面白さ ・ やり

がいも経験。 将来は独立することも視野に、より短期かつ最前線で学べ

る小規模な設計事務所に就聴を決めました。

工学系は、やりたいことを自分で作り出し仕事をデザインできるので、

ライフステージによって働き方が変わることの多い女性に向いていると

感じます。 会社に与えられた仕事や、肩書ベースの仕事ではなく、 「名

前のない仕事」を創る夢があります。「何をしたいか」より、 「どんな生き

方」「どんな人」を目指すかで将来を考えるとよいと思っています。

田島理奈さん
2016年 工学系研究科建築学専攻 修士課程修了

株式会社畝森泰行建築設計事務所

TA」IMA Rina 
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